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＜病棟連絡事項＞
・「For春夏号」の投票をお願いします。
【投票方法】
・ファイルは各施設（病院、南山苑、LCPみさわ）の打刻機の前に置いてあります。
 　ファイルの中の写真から3作品を選び、その番号を記入して投票して下さい。
・投票は1人1回です。
・投票用紙はファイルの中です。記入後、投票用紙を封筒に入れてください。
【投票期間】
・令和4年　5月2日（月）～令和4年　5月10日（火）

＜入院・入室状況＞
【転出】
・澤田　真理様～東B1号室　→　西B23号室
【ユニット移動】
・小山　仁様～東A10号室　→　東B2号室
・田村真紀子様～東A14号室　→　東B1号室

＜患者様連絡事項＞
・大村　精一様～持参薬5/7より当院切り替え処方。

・市澤　ミツヱ様～持参薬5/4より当院切り替え処方。

・山田　梅野様～右前腕腫脹と内出血、疼痛訴え有り。垂水Dr.指示にてX-P検査実施。骨折所見あり、青森労災病院他科受診となる。主治医より安全ベルトの使用許可あり。青森労災病院より持参薬について、主治医からの使用許可あり。明日鑑別お願いします。

・中野　正子様～食事摂取量の低下と発熱37.7℃あり。コロナ抗原検査実施し、陰性。点滴１本処方となるが、食事水分摂取量が少ないようであれば、日当直のDr.へ点滴追加の指示を貰うよう指示。

・阿部　きく様～長男夫婦来院され、主治医面談実施。精神症状ではなく、意欲の低下にて食事摂取が進まないこと、年齢的な現象であることを説明している。点滴も今後困難な状況が予想されることについても説明行っている。経管栄養については、本人も長男様も他の親族にも相談の上、希望されないとのこと。また、緊急時には心マ・AEDは希望せず、自然な看取りを希望される。本日、テレビ電話面会を実施。今後、状態悪化の際には短時間での直接面会の許可があることについても説明している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。臥床し過ごし、自室から出てくる様子なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中も自室で過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。ドアや壁を叩く粗暴行為や、大声をあげること無く過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・西野　純子様～不安感訴えあり、11:30ロラゼパム服用。昼食後に来詰し、朝も昼も食後に嘔吐したと訴えあり。夕食も摂取出来そうにない為、点滴して欲しいとの希望あり。田名部Drへ報告し点滴2本/日処方となり施行。また、14:10ナウゼリン服用している。活気無く自室にて臥床して過ごしている。

[bookmark: _GoBack]・澤口　利香様～本日分の朝食後薬のレボトミンを拒薬していたが、主治医より本人へ離脱症状の可能性がある事を説明した上で内服している。ベッドの位置や私物の管理について訴えあるが、男性患者との過度な接触や問題行為無く過ごす。								
